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はじめに：我々はセンサーやアクチュエーター等の MEMS 機能を搭載した‟スマートファイバー”

を開発している。さらに、これらスマートファイバーを織り込むことによって大面積でフレキシ

ブルな電子織物に展開している。スマートファイバー表面は熱インプリント法によって加工した。 

実 験：多段構造を有する直径 100mm のシームレス円筒モールドを作製した。まず、断面形状が

円弧型の製織ガイドと MEMS 構造を付与する矩形構造を、総型バイトによって円筒表面に形成した

無電解 Ni めっき層表面に加工した。次に、ディッピング法によって円筒表面にポジ型フォトレジ

ストを塗布した後、フレキシブルフォトマスクを巻き付けて UV 光を照射し、様々なパターンを転

写した。現像後は Cu めっきを施し、最後にフォトレジスト層を化学的に除去した。 

結 果：完成したシームレス円筒モールドをリール to リール熱インプリント装置に装着し、直径

250m のプラスチック製光ファイバー（POF）CK-10（三菱レイヨン）を加工してみた。円筒モー

ルドは赤外線ランプにより 50℃に暖められ、POF 表面を 30N の成形荷重でプレスした。本システ

ムの改良したフィードフォワード荷重制御機能によって、20m/min の高速・連続成形を実現した。 

 

謝 辞：この成果は、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)の委託業務の

結果得られたものです。 

図 1 円筒モールド表面のハイブリッド

パターンと製織ガイド成形用の凸構造

図2 直径250mmのPOF上に成形したハイッブリッドパ

ターンと製織ガイド
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